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楽しくなる
　　夢中になる
　　　　 笑顔になる

公益財団法人 兵庫県老人クラブ連合会

〒650-0011 神戸市中央区下山手通4-16-3 兵庫県民会館内
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のじぎくクラブ兵庫

【ご寄附のお願い】
本会は、平成25年４月１日から公益財団法人に移行しており、高
齢者福祉（公益目的事業）に特化した活動を展開しております。
何卒、この趣旨にご賛同いただき、ご寄附をお願い申し上げます。
なお、本会への寄附金は、個人・法人・団体いずれからも可能で、
金額は問いません。また、この寄附金には、税制上の優遇措置が受け
られます。

紙面のご案内

2 全老連全国大会宣言
全老連全国代表者会議

3 全市町老連会長研修・
全市町若手部長合同研修

4 グラウンド・ゴルフ県大会

5 拡大ブロック女性・若手リーダー研修
被災地支援のお礼品受領

6 県老連改革
今後の主な行事予定

7 県からのお知らせ

8 市町老連の活動　等

のじぎくクラブ兵庫からのお知らせ
◎ 2021 年度（令和３年度）「のじぎくクラブ兵庫助成事業」

実施クラブ募集
令和３年４月１日（木）～ 16 日（金）まで市町老連を

通じて申請を受け付けます。
本助成事業は、平成 25 年度から老人クラブの活性化と

地域の元気づくりを目的に始まったものです。新しい取り
組みや他のクラブの模範となるような活動を始めようとす
るクラブからの積極的な応募をお待ちしています。

◎第９回県老連グラウンド・ゴルフ大会のご案内
2021 年（令和３年）９月 29 日（水）に西脇市の都麻

の郷交流グラウンド（土のコート）で開催予定です。
（※ 荒天等による予備日：10 月１日（金））

◎第７回県老連健康ウォークラリー県大会のご案内
2021 年（令和３年）11 月２日（火）に西宮市で開催

予定です。

団体戦３６チームと

個人戦８１名が
人工芝のコートで

　第８回グラウンド・ゴルフ県大
会を、令和２年10月６日（火）、
三田市駒ヶ谷運動公園多目的広場
で開催しました。�（詳細は４頁）

熱いプレー!!

令和２年度
第８回グラウンド・ゴルフ県大会



全
老
連
関
係

・
全
老
連
全
国
大
会
宣
言

・
全
老
連
全
国
代
表
者
会
議
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令
和
２
年
度
の
都
道
府

県
・
指
定
都
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
代
表
者
会
議
は
、
令

和
３
年
２
月
２
日
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
例
年
の
会
長
・

女
性
委
員
代
表
・
事
務
局
長

三
者
が
参
集
す
る
会
議
か

ら
、
２
時
間
に
限
定
し
た
Ｗ

ｅ
ｂ
会
議
（
カ
メ
ラ
放
送
会

議
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
題
は
、
大
き
く
分
け
て

３
つ
で
、
①
行
政
説
明
、
②

令
和
２
年
度
全
老
連
事
業
進

捗
状
況
、
③
令
和
３
年
度
全

老
連
事
業
計
画
・
概
算
予
算

素
案
の
説
明
で
し
た
。

　

ま
ず
、
厚
生
労
働
省
の
認

知
症
施
策
・
地
域
介
護
推
進

課
の
笹
子
課
長
か
ら
は
、「
高

齢
者
関
連
施
策
の
動
向
と
コ

ロ
ナ
禍
で
の
支
え
合
い
」
を
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全
老
連
全
国
大
会
宣
言

わ
が
国
で
は
、
少
子
高
齢

化
が
進
み
、
人
口
減
少
が
本

格
化
す
る
な
か
で
、
引
き
続

き
社
会
の
活
力
を
維
持
・
増

進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
国
に
お
い
て

は
、
高
齢
者
や
子
ど
も
、
障

害
の
あ
る
人
々
な
ど
あ
ら
ゆ

る
住
民
が
、
意
欲
と
自
ら
の

能
力
に
応
じ
て
役
割
を
も

ち
、
相
互
に
支
え
合
い
な
が

ら
、
地
域
、
暮
ら
し
、
生
き

が
い
を
共
に
築
き
あ
げ
て
い

く
「
地
域
共
生
社
会
」
の

実
現
に
向
け
、
法
改
正
の
も

と
に
取
り
組
み
を
す
す
め
て

い
こ
う
と
の
動
き
に
あ
り
ま

す
。そ

の
よ
う
な
な
か
で
、
高

齢
者
の
当
事
者
団
体
で
あ
る

全
国
の
老
人
ク
ラ
ブ
が
、
主

体
的
、
積
極
的
に
社
会
参
加

を
働
き
か
け
、
健
康
づ
く
り

や
地
域
づ
く
り
に
努
め
、
貢

献
し
て
い
く
こ
と
は
、
き
わ

め
て
意
義
の
あ
る
こ
と
で

す
。と

り
わ
け
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
な
感
染

拡
大
と
い
う
、
か
つ
て
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
災
禍
に
お

か
れ
て
い
る
今
日
、
感
染
予

防
の
た
め
の
「
新
し
い
生
活

様
式
」を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
多
様

な
ク
ラ
ブ
活
動
と
互
助
活
動

を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
老
人
ク
ラ
ブ
会
員

は
、「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿

命
、
担
お
う
！
地
域
づ
く
り

を
」
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
の
も

と
、
次
の
重
点
事
項
の
実
践

を
誓
い
、
こ
こ
に
宣
言
し
ま

す
。

一
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
を

働
き
か
け
仲
間
づ
く
り
の

※第 49 回全国老人クラブ大会（山形大会）は、新型コロ
ナウイルスの感染拡大をふまえ、開催を中止すること
になりました。本大会宣言は、参加予定であった 1600
名の老人クラブ代表者の決議を得ることは叶いません
でしたが、主催団体の合意を得て公表することとし、
関係各方面への配布をもって採択があったものとさせ
ていただきます。

テ
ー
マ
と
す
る
説
明
が
あ

り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
、
本
年
度

は
昨
年
度
と
比
べ
、
高
齢
者

の
外
出
機
会
が
約
20
％
減
少

し
、
認
知
機
能
の
低
下
や
う

つ
に
関
す
る
項
目
の
該
当
者

が
約
５
％
程
度
増
加
し
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
老
連
に
お
い
て
も
、
令

和
２
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
関
係
で
、
事
業

執
行
に
大
き
な
制
約
を
受
け

て
お
り
、
ま
た
、
令
和
３
年

度
の
事
業
計
画
で
は
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
感
染
予
防
と

健
康
の
保
持
・
増
進
に
つ
い

て
、
①
新
し
い
生
活
様
式

（「
ひ
ょ
う
ご
ス
タ
イ
ル
」）

に
基
づ
く
ク
ラ
ブ
活
動
（
３

密
を
避
け
る
計
画
・
運
営
の

工
夫
、
参
加
者
へ
の
感
染
予

防
対
策
の
周
知
徹
底
〈
体
調

の
確
認
、
マ
ス
ク
の
着
用
、

人
と
の
間
隔
等
〉）
ま
た
、

②
自
宅
で
で
き
る
身
体
と
心

の
健
康
づ
く
り
の
呼
び
か
け

を
重
点
的
に
取
り
組
む
こ
と

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

輪
を
広
げ
ま
す

一
、
健
康
づ
く
り
・
フ
レ
イ

ル
（
虚
弱
）
予
防
で
元
気

高
齢
者
を
め
ざ
し
ま
す

一
、
友
愛
活
動
を
基
盤
に
新

地
域
支
援
事
業
と
連
携
し

た
支
え
合
い
活
動
に
努
め

ま
す

一
、
高
齢
者
の
尊
厳
が
守
ら

れ
る
諸
制
度
・
地
域
共
生

社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
ま

す令
和
2
年
11
月
18
日

第
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全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

地
域
共
存
社
会
の
実
現
に

向
け
て
取
り
組
も
う
！

令和２年度全老連代表者会議

今年度は
感染拡大防止のため、

WEB会議実施！
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・
全
市
町
老
連
会
長
研
修

・
全
市
町　

若
手
部
長　

合
同
研
修

県
老
連
事
業
報
告

全
市
町
老
連
会
長
研
修

全
市
町
若
手
部
長
合
同
研
修
の
開
催

県
老
連
で
は
、
兵
庫
県

か
ら
受
託
し
て
い
る「
高
齢

者
自
助
力（
防
災
意
識
）強

化
推
進
業
務
」を
円
滑
に

遂
行
す
る
た
め
、県
内

39
市
町
す
べ
て
の
女

性
部
長
及
び
若
手
部

長
を『
防
災
補
助
リ
ー

ダ
ー
』に
任
命
し
、各
市

町
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
の

防
災
意
識
の
向
上
に
努
め
て

い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防

の
た
め
開
催
延
期
と
な
っ
て

い
た
若
手
部
長
合
同
研
修
を

11
月
25
日
・

26
日
の
両
日
、

シ
ー
サ
イ
ド
ホ

テ
ル
舞
子
ビ
ラ

神
戸
に
お
い

て
、
市
町
老
連

会
長
研
修
会
を

開
催
し
た
と
こ

ろ
、
各
市
町
老

連
会
長
ほ
か
36

名
が
参
加
し
ま

し
た
。

１
日
目
は
、

県
老
連
事
務
局

11
月
５
日
に
、
県
民
会
館
で

開
催
致
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
で
は
ま
ず
、
防

災
講
習
と
し
て
、
人
と
防
災

未
来
セ
ン
タ
ー
の
木
作
主
任

研
究
員
か
ら
「
高
齢
者
の
避

難
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点
」

に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
い

た
後
、
丸
山
三
田
市
老
連
会

長
か
ら
「
先
輩
か
ら
の
エ
ー

ル
・
期
待
す
る
こ
と
」の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
、
さ
ら

に
、
吉
田
西
脇
市
老
連
若
手

部
長
（
県
老
連
副
会
長
）
か

ら
は
、
コ
ロ
ナ
の
時
代
に

あ
っ
て
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

長
か
ら
「
県
老
連
組
織
の
あ

り
方
及
び
運
営
方
法
の
見
直

し
（
案
）」
に
つ
い
て
報
告

と
意
見
聴
取
を
行
い
、
そ
の

後
、
兵
庫
県
の
行
政
説
明
が

あ
り
、
高
齢
政
策
課
か
ら
は

「
高
齢
者
施
策
及
び
老
人
ク

ラ
ブ
の
施
策
に
つ
い
て
」と
、

認
知
症
対
策
室
か
ら
は
「
兵

庫
県
に
お
け
る
認
知
症
施
策

の
推
進
に
つ
い
て
」
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、『
コ
ロ
ナ
の
時
代

の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
と
は
』

と
し
て
「
て
い
ね
い
に
時
を

待
て
ば
」
と
題
す
る
取
組
事

例
の
ご
紹
介
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

そ
の
後
、
３
～
４
人
ず
つ

の
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
日
頃
な
か
な
か
知
り
合

う
こ
と
の
な
い
同
じ
職
責
を

担
う
部
長
さ
ん
達
が
交
流

し
、
各
地
元
に
お
け
る
活
動

事
例
の
紹
介
や
、
コ
ロ
ナ
の

時
代
に
あ
っ
て
の
老
人
ク
ラ

ブ
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

を
テ
ー
マ
に
、
８

つ
の
小
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
取

組
状
況
や
意
見
交

換
な
ど
を
行
い
、

そ
の
後
の
全
体
会

で
総
括
発
表
を
行

い
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
い

き
い
き
ク
ラ
ブ
体

操
で
ス
タ
ー
ト

し
、
兵
庫
県
歯
科

衛
生
士
会
か
ら
、「
体
の
健

康
お
口
か
ら
」
と
題
す
る
口

腔
ケ
ア
の
講
演
を
い
た
だ

き
、最
後
に
、ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
の
「
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
」

の
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

『コロナの時代の
 老人クラブとは』に
  ついて意見交換を実施

防災避難知識の向上と
各市町における取り組み情報交換！



県
老
連
事
業
報
告

・
県
老
連
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
県
大
会
・
協
賛
企
業

4
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神戸新聞社
かんぽの宿
パスカルさんだ一番館
株式会社 ニチコミ
シーサイドホテル舞子ビラ神戸
ホワイトベアー株式会社
三田市
仲きのこ園（猪名川町）
伊丹老松酒造株式会社
モロゾフ株式会社
茶道香島園（伊丹市）
株式会社亀井商店
有限会社岸本出版印刷
有限会社兵庫県職員互助サービス
ブンセン株式会社
NPO法人フレンドリー情報センター
まねき食品株式会社
神戸ホテルフルーツ・フラワー
一般財団法人ひょうご憩の宿
ヤノ運動用品株式会社
神姫観光株式会社

（順不同、敬称略）

令
和
２
年
度

　 

第
８
回 
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
県
大
会

グラウンド・ゴルフ県大会
協賛企業・団体

ご協賛いただき、誠にありがとう
ございました。

10
月
６
日
（
火
）、
第
８

回
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
県

大
会（
団
体
戦
及
び
個
人
戦
）

を
、
三
田
市
駒
ヶ
谷
運
動
公

園
多
目
的
広
場
で
開
催
し
ま

し
た
。

団
体
戦
は
36
チ
ー
ム

２
１
６
名
、
個
人
戦
は
81
名

が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
役
員
・

ス
タ
ッ
フ
64
名
を
加
え
、
総

勢
３
６
１
名
が
参
加
し
ま
し

た
。人

工
芝
が
敷
き
詰
め
ら
れ

た
素
晴
ら
し
い
会
場
で
は
、

風
は
強
い
も
の
の
好
天
に
恵

団 体 戦（市町老連代表チーム戦）

優 勝 船町チーム 加古川市

準優勝 はぴねすクラブ芦屋 芦 屋 市

第３位 高　山　町 小 野 市

個 人 戦
優 勝 金 谷　定 女 上 郡 町

準優勝 丹 野 喜志男 淡 路 市

第３位 竹 谷　　 司 三 田 市

ま
れ
、
参
加
者
は
、
真
剣
な

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
団
体
戦
・

個
人
戦
と
も
成
績
上
位
15
位

ま
で
の
チ
ー
ム
や
選
手
に
賞

品
を
授
与
す
る
と
と
も
に
、

県
老
連
創
立
60
周
年
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
、
コ
ロ
ナ

対
策
の
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
セ
ッ

ト
や
マ
ス
ク
を
お
配
り
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
集
計
の
間
を
利
用

し
て
開
催
す
る
恒
例
の
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
大
会
で
は
、
み

な
さ
ん
試
合
同
様
、
熱
心
に

取
り
組
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。
大
会
は
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
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県
老
連
事
業
報
告

・
拡
大
ブ
ロ
ッ
ク　

女
性
・
若
手
リ
ー
ダ
ー
研
修

・
被
災
地
支
援
の
お
礼
品
受
領（
福
島
県
楢
葉
町
老
連
）

拡
大
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
・
若
手
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

被
災
地
支
援
の
お
礼
品
受
領

令
和
２
年
度
の
市
町
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
女
性
・
若
手

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
、
県
下

の
拡
大
３
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催

し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、市
町
の
女

性
委
員
・
若
手
委
員
を
対
象
と

し
、「
魅
力
あ
る
リ
ー
ダ
ー
と

は
」を
考
え
る
と
と
も
に
、新
た

な
会
員
獲
得
に
向
け
た
実
効
性

あ
る
取
組
方
策
等
に
つ
い
て
も

考
え
る
も
の
で
、毎
年
定
期
的

に
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

研
修
会
は
、
２
部
制
で
実

感
謝
す
る
た
め
、東
日
本
大

震
災
を
契
機
と
し
て
、災
害

を
受
け
た
被
災
地
へ
の
支
援

を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。今

年
度
が
、
東
日
本
大
震

災
発
災
10
年
目
に
当
た
る
こ

と
か
ら
、
支
援
に
つ
い
て
は

一
定
の
区
切
り
と
し
て
整
理

し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の

た
び
、
タ
マ
ネ
ギ
の
送
付
な

ど
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
し
た
福
島
県
楢
葉
町
老

連
の
女
性
部
の
皆
さ
ん
か

ら
、
手
作
り
の
品
（
エ
プ
ロ

ン
ド
レ
ス
１
０
０
着
、
タ
オ

12月８日 但馬・丹波ブロック 朝来市

12月15日 中播磨・西播磨ブロック たつの市

12月22日 東播磨・北播磨・淡路ブロック 明石市
※阪神南・阪神北ブロックは第２次緊急事態宣言のため中止となりました

施
さ
れ
、
１
部
は
、
兵
庫
県

歯
科
衛
生
士
会
様
の
ご
協
力

を
得
て
、
健
康
長
寿
に
極
め

て
有
効
な
「
口
腔
ケ
ア
」
の

知
識
を
習
得
し
、２
部
で
は
、

人
財
養
成
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
浅
見
真
一
先
生
の
ご

指
導
に
基
づ
き
、
即
答
フ

リ
ッ
プ
式
全
員
参
加
型
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
講
義
に
よ

り
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
心

構
え
に
つ
い
て
議
論
を
深
め

ま
し
た
。

ル
製
ク
マ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
30

個
、
折
紙
箸
置
き
80
個
）
の

寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
11
月
に
は
、

同
じ
く
支
援
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
し
た
福
島
県

大
熊
町
老
連
の
皆
さ
ま
の
来

県
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
被

災
地
支
援
を
き
っ
か
け
と
す

る
交
流
の
輪
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。

県
老
連
と
し
て
は
、
今
後

の
被
災
地
支
援
に
対
し
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
で
受
け
た

支
援
に
対
す
る
感
謝
の
思
い

は
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
し
か
し
一
方
で
、
自
然

災
害
が
相
次
ぎ
恒
常
化
す
る

事
態
を
踏
ま
え
、
支
障
の
な

い
範
囲
で
継
続
し
て
実
施

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

県
老
連
で
は
、あ
の
阪
神
・

淡
路
大
震
災
で
全
国
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
数
多
く
の
支
援
に

魅力あるリーダーの育成を目指す！



県
老
連
か
ら
の
お
知
ら
せ

・
県
老
連
改
革

・
今
後
の
主
な
行
事
予
定（
２
０
２
１
年
度
）

・
老
人
ク
ラ
ブ
保
険
の
ご
案
内
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年齢制限もなく
万一に備え
安心な補償

今後の主な行事予定
４　月

27日 監事監査

28日 第１回正副会長会

５　月

12日
新　女性・若手委員会

第１回理事会

28日

第１回評議員会

第２回理事会

新任市町老連会長研修会

６　月

４日 第２回正副会長会

10～11日
近畿ブロック老人クラブ
リーダー研修会

７　月

７～８日 市町老連会長研修会

８日 第３回理事会

13日
女性・若手リーダー研修会
（中播磨・西播磨）

16日
女性・若手リーダー研修会
（東播磨・北播磨・淡路）

30日
女性・若手リーダー研修会
（阪神南・阪神北）

８　月

６日
女性・若手リーダー研修会
（但馬・丹波）

９　月

初旬 第３回正副会長会

20日 老人の日（～26日老人週間）

中・下旬 兵庫県高齢者の集い

29日
グラウンド・ゴルフ県大会
※予備日：10 月１日（金）

10　月

29～31日
全国健康福祉祭
（ねんりんピック）岐阜大会

11　月

２日 健康ウォークラリー県大会

15～17日 第50回全国老人クラブ大会

※　県老連事務局試案で、変更する可能
性があります。

　　正式な日程決定は、正副会長会・理
事会のご承認が必要となりますので、ご
留意ください。

県
老
連
改
革
に
つ
い
て

県
老
連
で
は
、『
組
織
の

あ
り
方
及
び
運
営
方
法
の
見

直
し
』
に
つ
い
て
現
在
、
検

討
中
で
す
。

見
直
し
を
行
う
理
由
は
、

①
加
入
単
位
ク
ラ
ブ
数
の
減

少
に
よ
る
県
老
連
支
出
を
抑

制
す
る
必
要
性
、
②
組
織
運

営
の
合
理
性
の
確
保
（
役
員

数
・
会
議
開
催
回
数
・
委
員

会
・
部
会
の
あ
り
方
の
見
直

し
等
）
で
す
。

改
革
案
は
、昨
年
度
末
に
、

正
副
会
長
会
・
理
事
会
で
、

①
理
事
・
監
事
の
定
員
の
見

直
し
、
②
女
性
委
員
会
と
若

手
委
員
会
の
統
合
、
③
３
部

会
を
非
常
設
の
諮
問
委
員
会

に
改
組
す
る
、
と
い
う
方
向

性
の
ご
決
定
を
い
た
だ
い
て

お
り
、
こ
の
「
方
向
性
案
」

を
基
に
、令
和
２
年
度
中
に
、

県
老
連
事
務
局
が
、
県
下
の

各
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
ご
説
明
・

意
見
聴
取
を
実
施
（
参
集
人

員
１
９
９
名
、
意
見
・
質
問

等
61
名
）
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
ご
意
見
・
ご
提
言

に
基
づ
く
所
要
の
修
正
を
加

え
た
上
で
、
改
め
て
、
正
副

会
長
会
・
理
事
会
・
評
議
員

会
で
ご
審
議
の
上
、
ご
決
定

が
得
ら
れ
ま
し
た
ら
、
令
和

３
年
度
か
ら
県
老
連
改
革
を

実
施
す
る
流
れ
と
な
り
ま

す
。な

お
、
正
式
に
改
革
案
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
ら
、
各
市

町
老
連
事
務
局
を
通
じ
、
詳

細
を
お
知
ら
せ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　老人クラブ会員だけが利用できる保険です。
　団体割引が適用されています。他人の物を壊し
たり、ケガをさせた時の「賠償責任保険」と自分が
ケガをしてしまった時の「傷害保険」に加入して、
元気に活動しましょう。
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県
か
ら
の
お
知
ら
せ

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に

・
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

・「
認
知
症
か
な
？
」
と
気
に
な
る
時
は
、
ま
ず
相
談
く
だ
さ
い

・
令
和
３
年
度
受
講
生
募
集

　感染リスクのある場所への出入りを自粛するなどの対応をお願いします。
　発熱、息苦しさ、味覚の異常など症状のある場合には、外出を控えるとともに、すぐ
にかかりつけ医などに電話で相談してください。

家庭等へのウイルスの持ち込み防止
～家庭内感染が多くなっています～

◆不要不急の外出の自粛をお願いします。
◆ 不要不急の都道府県間の移動や、緊急事態宣言対象地

域をはじめ、感染のリスクのある場所への出入りを自
粛してください。

◆ 家庭内を含め、大人数での飲食や長時間に及ぶ飲食を
控えるとともに、食事中の会話を極力控えてください。

◆ 毎日の検温、マスクの着用など健康管理を徹底してく
ださい。

新たな生活様式「ひょうごスタイル」について
〈ウイルスとの共存を意識した生活習慣〉

◆「３密」（密閉・密集・密接）の回避
◆身体的距離の確保（できるだけ２ｍ。最低１ｍ）
◆マスクの着用、咳エチケットの徹底
◆ 手洗い・手指消毒（手洗いは30秒程度、石けん・消毒薬の利用）
◆体温測定・健康チェック（熱や風邪の症状がある時は自宅で療養）
◆発症時やクラスター発生時に備え、いつ誰とどこで会ったかを記録
◆ 接触確認アプリ「COCOA」や兵庫県新型コロナ追跡システムの利用を

　「ひょうごスタイル」を取り入れ、新型コロナウイルス感染症拡大防
止にご協力をお願いいたします。 （令和３年２月現在）

　令和元年の兵庫県内の 60 歳以上の高齢者の自殺者数は 377
人。これは県内自殺者数の全体の 43％を占めており、深刻な状
況が続いています。
　自殺で亡くなる前はうつ状態になっている方が多いといわれて
います。うつ状態になると、眠れない、気分が落ち込む、誰にも
会いたくないといった精神症状や、疲れやすい、食欲がない、体
が痛いといった身体症状として現れることがあります。
　もし心当たりがあれば、ひとりで抱えこまず、下記の電話にご
相談ください。話してみるだけで気持ちが楽になることもあります。
　また、身近に「もしかして誰にも言えず悩んでる？」と思う方がおられたら、こ
の相談電話をご紹介ください。
※感染症対策のため、開設時間等が変更されている可能性があります。

　65 歳以上高齢者の 4 人に 1 人が、認知症またはその予備軍とも言われ、誰にとっ
ても認知症は身近な問題です。
　認知症になると、「何もかもわからなくなる」と思っていませんか？
　認知症になっても、その人らしさは失われません。周囲の協力や生活の工夫で自

分らしい生活をより長く続けることができます。
　認知症は急に悪化する病気ではなく、脳の機能
が徐々に変化するもので、病気の原因によって治
療が可能な場合があります。
　また早期に気づいて相談、診断を受けることは、
本人や家族の不安や負担が深刻になる前に軽減す
ることにつながります。
　県では電話相談の「認知症・高齢者相談」、65
歳未満の方の相談窓口として「若年性認知症支援
センター」を設置しています。
　また、各市町には身近な相談窓口である「認知
症相談センター」が設置されています。
　一人で悩まず、まずはご相談ください。

相談窓口名称 電話番号 相談日
（年末年始、祝休日を除く） 相談時間

県民総合相談センター
認知症・高齢者相談

℡078
（360）8477

月・金 家族の会会員による相談
水・木 看護師等による相談

10:00～12:00
13:00～16:00

ひょうご若年性認知症
支援センター

℡078
（242）0601

月曜～金曜 9:00～12:00
13:00～16:00

認知症相談センター

若年性認知症も含めた身近な地域の認知症の相談窓口で、
R2.4.1現在県内41市町に255カ所設置されています。
お住まいの地域の窓口については下記URLをご参照ください。
兵庫県ホームページ　https://web.pref.hyogo.lg.jp/
kf29/27nintisyou.html

　（公財）兵庫県生きがい創造協会、（公財）兵庫丹波の森協会では、県内各地で生
涯学習講座を開設しています。
　仲間づくりの輪を広げ、教養や趣味を高め、地域づくりに役立ててみませんか。
　詳しくは、下記までお問い合わせください。
＜高齢者大学講座＞
　年間受講料：いなみ野学園 50,000 円、その他 12,500 円
　受講日数：週 1 回、年間 25 日程度を 4 年間 ( 各学園で異なる )
＜ひょうごラジオカレッジ＞
　年間受講料：6,000 円　 放送時間：毎週土曜日 朝 7 時から 30 分間
＜ふるさとひょうご創生塾＞
　年間受講料：30,000 円　 受講日：土曜日※ 1 年次は毎月原則 2 回程度

名　　称 所在地及び募集締切日 問い合わせ先

高
齢
者
大
学
講
座

いなみ野学園 (加古川市) 締切日はお問い合わせ下さい (079)
424-3342

うれしの学園生涯大学 嬉野台生涯教育センター(加東市) 4月13日 (0795)
44-0711

みてやま学園 但馬文教府(豊岡市) 3月19日 (0796)
22-4407

ゆうゆう学園 西播磨文化会館(たつの市) 3月31日 (0791)
75-3663

いざなぎ学園 淡路文化会館(淡路市) 4月9日 (0799)
85-1391

丹波ＯＢ大学 丹波の森公苑（丹波市） 3月14日 (0795)
72-5170

ひょうごラジオカレッジ ラジオ関西５５８kHz　他 4月9日 (079)
424-3343

ふるさとひょうご創生塾 神戸クリスタルタワー内 4月15日 (078)
360-9015

＊募集締切日を過ぎても、定員に達しない場合は、受付を継続します。
　阪神シニアカレッジ ( 宝塚市 ) は、募集を締め切りました。

皆さまの学びと交流を応援します！ 令和３年度受講生募集中 !!

「学び続ける人は輝いている！」 ひとりで悩まず、相談してみませんか

「認知症かな？」と気になる時は、
まず相談ください

新型コロナウイルスの感染拡大防止のために

精神保健福祉士や臨床心理士などの専
門職が相談に応じます
■兵庫県（神戸市以外の方）
　兵庫県こころの健康電話相談
　☎078-252-4987
　火～土9時30分～11時30分、
　13時～15時30分
　※祝日・年末年始除く
■神戸市内の方
　自殺予防とこころの健康電話相談
　☎078-371-1855
　月～金10時30分～16時30分
　※祝日・年末年始除く
■兵庫県全域（夜間休日）
　兵庫県いのちと心のサポートダイヤル
　☎078-382-3566
　月～金18時～翌8時30分
　土・日・祝24時間

経験豊かなボランティア相談員がお話
を聴きます
■神戸いのちの電話
　☎078-371-4343
　平日8時30分～20時30分
　第2・3・4金と毎土8時30分～翌日8時30分
　（祝日と重なる日の16時～
 20時30分はお休み）
　日・祝日8時30分～16時
■はりまいのちの電話
　☎079-222-4343
　毎日14時～翌日１時
■フリーダイヤル
　「自殺予防いのちの電話」
　☎0120-783-556
　毎日16時～21時
　毎月10日
　24時間（8時～翌日8時）通話料無料

高齢政策課認知症対策室

県民生活課 いのち対策室
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・
丹
波
篠
山
市
老
連

・
宝
塚
市
老
連

・
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

宝塚市老連

雲雀丘山手ひば

り会では、毎月

２回の男女参画

サロンに加えて

毎月２回、女性

サロンを立ち上

げ、おしゃべり

と健康維持のヨガ、発声練習を行っています。

おしゃべりサロンは、井戸端会議が起きにくい地域であ

り女性同士が気楽なおしゃべりができる出会いの場として、

誰もが参加できる椅子に座ってのヨガでは、全身の血流をよ

くする呼吸法とポーズを学び健康維持を目指しています。

また、当地区は高台に位置するため、宅配の食材でメ

ニューのマンネリ化になりがち、みなのアイデアでメニュー

に変化をもたらしたいと「のじぎくクラブ兵庫助成制度」を

活用して電子レンジを購入しました。

現在は新型コロナウイルスの影響で、一緒に料理を楽し

む会食が出来ずにいますが、状況を見ながら密にならずにで

きるお菓子作りから始める準備中です。

10 月
　このたびは、のじぎくクラブ兵庫が発行する｢きずな｣ への広告掲載を賜り、誠にありがとうございました。
　私たち老人クラブは、高齢者の幸せづくりと地域貢献を目標に、健康と友愛、そして奉仕の精神をもって、これから
も積極的な活動を行ってまいりますので、今後ともますますのご支援をお願い申し上げます。� のじぎくクラブ兵庫

広報紙｢きずな｣は地域のスポンサーのご協力により発行しています 編集協力・印刷： 株式会社ニチコミ　〒650-0022 神戸市中央区元町通4-4-8タイムスビル10F ☎（078）351-3387  http://www.nichicomi.com

新型コロナウィルス感染拡大予防のため、多くの事業が中止

となる中、丹波篠山市老連今田支部では、『高齢者の集い』を９

月８日（火）開催しました。

内容については、午前の部、有志によるグラウンドゴルフ大

会と、女性部による夏野菜を使った料理講習と、全員での実食。

午後の部　県老連発行のフレイル予防のパンフレットによる健

康講話、認知症予防での頭と体の体操、アコーディオン演奏で

の歌、ゲーム、ビンゴゲーム等々。

当支部では、４

単位クラブ、会員数

106名で、この集い

は 63 名が参加くだ

さり、会員以外の方

も５名参加いただき

ました。

さらに、90 歳以

上の参加者４名の方には、会員手作りの手さげバック、全員には、

手作りマスクを進呈。それぞれ大変喜んでいただきました。終始、

感染予防の取り組みをしながらの一日でしたが、有意義な楽し

いひとときを過ごすことができました。

■  普段から早期避難を
意識しましょう！

　災害が発生するたびに、高齢者など避難
に特別な配慮が必要な方が多く犠牲になら
れています。
　普段から、いざというときに備えて、避
難所の場所を把握しておくことや、自分た
ちの住んでいる場所の浸水想定などをハ
ザードマップで見てみる、また、通院や服
薬の状況や持ち出し品の確認をすることも
よいでしょう。普段からの備えと早期避難
を意識し、自分たちの命を守りましょう。

■ 医療従事者への
支援をお願いします！

　現在、医療従事者の方々は、新型コロナ
ウイルス感染症対策に奮闘しておられま
す。県では、感謝 ･ 激励の気持ちを込めて、
幅広い層からの寄附により、
県内の感染者受入医療機関
などの勤務環境改善等の支
援事業を実施することとし、
皆様からの寄附金を広く募
集しています。ご支援、ご協
力をお願いします。

雲雀丘山手ひばり会

『サロン女性の集い』
立ち上げ !!

今田支部

『高齢者の集い』
開催!!

市
町
老
連
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（宝塚市老連） （丹波篠山市老連）

兵庫県からのお知らせ

スポンサーの皆さまへ

のじぎくクラブ兵庫
助成事業

ひょうご
新型コロナ
ウイルス
対策支援基金
ホームページ

寄附金の振込先
・口座名義
  「ひょうご新型コロナウイルス対策支援基金」

金融機関名 口座番号
三井住友銀行 兵庫県庁出張所 普通３２９２１２３

みなと銀行 本店営業部 普通１９７９８３１

但馬銀行 神戸支店 普通９８６１２８８

兵庫県信用農業協同組合連合会 本店 普通００１７２０７

ゆうちょ銀行 ００９４０－８－１９７４２０

なぎさ信用漁業協同組合連合会 本店 普通１２４０８８５

※窓口での振り込みは手数料無料です。


